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Brugada症候群における症候の有無による 
不整脈基質の検討
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【背景】Brugada症候群における心外膜アブレーションは，心室細動（VF）抑制において臨床的有用性

は高い．しかし，VFの発症頻度や症候の有無における不整脈基質の特徴については，不明な点が多

い．【方法・結果】今回，当院で施行した Brugada症候群 5症例において，症候の違いによる心外膜

不整脈基質について評価を行った．症例は全例男性，平均年齢 44歳，症候性（documented VF）4

例，無症候性（左房粘液種手術時）1例．電気生理学的検査の VF誘発は 2例であった．全例 CARTOⓇ

システムを使用して心外膜 substrate mappingを施行し，異常電位分布の面積を計測した．症候例，

特に頻回作動症例は異常電位分布面積（54± 30 cm2：32～ 98 cm2），および異常電位の右室前面

に対する面積比（50± 26％）が広く，無症候例（21 cm2，20％）は範囲が狭かった．また，電位性状

にも違いを認めた．症候例において，1例再発を認めたが，ピルシカイニド負荷による coved type

心電図への変化は認めなかった．【結語】Brugada症候群では，VF発作頻度や症候の有無によって基

質範囲や特徴が異なる可能性が示唆された．
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